
＃）　生理痛の取り扱い

①　内診・超音波検査などにより、
　　子宮内膜症や子宮筋腫、卵巣腫瘍のチェックを行って、
　　重大な月経困難症でないことを確認
　　
②　未成年で、内診室の経膣のエコーが困難な場合は、腹部の
　　エコーで行う　（できれば経膣の超音波検査の方が正確）

③　治療
　　（１）　痛み止めなどの対症療法
　　（２）　ホルモン療法　－－　子宮内膜症の予防に有効
　　　　　ピルが主体（約３ヶ月かかる）
　　　　　時に黄体ホルモンの連続投与（次の生理より効果あり）
　　（３）　漢方療法（桂枝伏苓丸など）
　　　　　－－　効果が弱い。飲めない人もいる。









チョコレート嚢腫（卵巣に月経血がたまる） 腺筋症（子宮の筋層内に）

（月経血が子宮内でうっ滞）



卵巣がはれる
（チョコレート嚢腫）

癒着する チョコレート嚢腫の破裂→緊急手術

腹膜表面が暗赤色
（腹腔鏡で診断）












